
 

 

 

 

 新潟地本は、地本申１１号として「ダイヤ改正の検証及び諸設備に関する申し入れ」を新

潟支社に提出しました。 
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２０１７年３月ダイヤ改正ではＥ１２９系車両の増投入を行うことを通じたワンマン運用の拡大が図ら

れました。この間ワンマン運転の導入及び拡大に伴う問題発生の都度申し入れ等を通じて、設備等の不備に

よる旅客対応が困難にある現状を解消するべく議論を重ねてきました。しかし、経営側の問題放置により現

場第一線からの悲鳴は止むことなく、結果としてお客さまへご不便をおかけする事態が未だに多く発生して

います。新潟支社は現場社員の声に耳を傾け、働きやすい環境を確保することと、お客さまサービスは密接

不可分であることを認識すべきです。このことは新潟支社管内すべての線区、現業機関にも言えることであ

り、私たちは現場第一線からの声を集約し、下枠の通り申し入れました。 

 

【ダイヤ改正及び諸設備】 

１．乗り継ぎ時の作業増加に伴い、乗り継ぎ時間を３分以上確保すること。 

２．車掌の基本時刻表のサイズを胸ポケットサイズにすること。 

３．各運輸区におけるダイヤ改正プロジェクト等の成果と課題を明らかにすること。 

４．乗務員に貸与しているタブレット端末のデータ更新は誰が行うのか明らかにすること。 

５．２０１７年赤川花火大会における輸送体制について具体的に明らかにすること。 

６．新潟運輸区Ｂ１２４７行路の４６７Ｍ新潟駅２番線ホーム留置手配時、２５６２Ｍ発車までの

４分を付加時間として付与すること。 

７．新津運輸区への女性用休養管理室設置の計画を明らかにすること。 

８．越後湯沢駅１番線の旧運転室脇の詰所を乗務員乗り継ぎ詰所とし、電子レンジ、ポット、ゴミ

箱の設置及び流し台、トイレを使用できるようにすること。 

９．上越線・信越本線の停目を２、４、６停目に統一すること。 

10．乗務員休養管理室における２段ベッドの上下同時使用をやめること。  ・・・・他１５項目 

【ワンマン運転関係】 

１．ワンマン運転区間各駅に簡易Ｓuica 改札機を設置すること。 

２．運転士による精算業務を伴わない仕組みを構築すること。 

３．長岡～直江津駅間のワンマン列車における長時間便乗をやめること。 

４．設備社員の前頭添乗は１名を限度とするように系統間の調整をすること。 

５．Ｅ１２９系運賃箱上の回転式仕切り戸（アクリル板製）の改善を行い、車内ミラーの視認性を

確保すること。                           ・・・・他７項目 
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